

















































































































記載年 期間 順路 記載者 史料名













6 文化4年（1807） 緒川→白山→立山→富士山→日光→江戸→鎌倉→緒川 緒川新田 「（三禅定道中里程帳）」
































































































































































年号 月日 村名 人数 先達 備考
1 安永6年（1777） 7月10日 寺本村 4 宿
2 安永7年（1778） 7月17日 榎戸村 4
3 安永8年（1779） 6月28日 稗ノ宮村 8 善右衛門
4 小川新田 5 藤三郎
5 7月1日 北尾村 3
6 天明2年（1782） 6月 宮津村 6
表２　知多郡からの大鏡坊休泊者一覧（安永６年〈1777〉～文化２年〈1805〉）
??
7 6月12日 卯之山村 8
8 6月13日 成岩村 5
9 6月16日 内海庄岡部村 3
10 大足村 3
11 天明6年（1786） 6月27日 石濱村 2
12 6月29日 榎堂村 6
13 7月3日 乙川村 4
14 寛政元年（1789） 6月10日 吉川村 6
15 寛政4年（1792） 6月1日 布土村 2
16 寛政5年（1793） 7月1日 北方村 5 幣許・山田太良右衛門、幣許・弥吉
17 寛政6年（1794） 6月20日 大野村 4
18 6月21日 常滑村 23 松栄寺 講本・甚平
19 6月26日 卯之山村 13 最勝寺秀鍵
20 寛政7年（1795） 6月21日 半田村 5
21 6月27日 萩村 3
22 大古根村 1
23 7月9日 福住村 3 卯ノ山下
24 7月15日 東浦大符村 9 下山
25 長草村 11
26 桶廻村 24 下山
27 寛政8年（1796） 6月24日 下半田村 4
28 6月25日 多屋村 7
29 7月8日 寺本村 16 下山宿
30 7月16日 村木村 1 下山、三州金田三人ト同道





36 寛政9年（1797） 6月27日 多屋村 11 昼過
37 6月29日 内海村 4
38 7月14日 野間内海庄柿浪村 3 下山
39 7月25日 北脇村 6 下山
40 寛政10年（1798） 6月11日 大野村 3
41 6月14日 多屋村 9
42 6月18日 乙川村 11
43 6月23日 大草村 5
44 7月16日 小河村 6 昼
45 寛政11年（1799） 6月22日 乙川村 7
46 7月9日 長尾村 9 九人行十八人下山
47 半田村 10
48 寛政12年（1800） 6月2日 常滑村 8
49 庚申年 6月3日 冨貴村 4
50 6月10日 大谷村 2
51 比原村 1
52 6月12日 須佐村 4
53 内海村 3
54 6月14日 長尾村 2 愛知郡北井戸田村三名同行
??
55 6月18日 藤江村 6 泊
56 6月21日 東大高村 2 大足村一名同道
57 6月26日 半田村 2 中根半六代参、三州貞松院門下真應・在信
58 7月2日 半田村 3 未刻、中野半六代参
59 享和元年（1801） 6月10日 野間内海奥田邑 1
60 6月19日 大野町 1 仁王堂・彦兵衛
61 6月23日 坂井村 2
62 享和2年（1802） 6月24日 東河野村 3
63 7月12日 常滑村 3
64 享和3年（1803） 6月10日 乙川村内新井 3
65 6月23日 乙川平地新田 7
66 7月15日 沼野内海奥田村 1 駿府桑名や十兵へ方ニ居
67 文化元年（1804） 6月5日 布土村 8
68 6月27日 小鈴谷村 2 半三郎・十吉
69 7月3日 岡田 6 〆九人下山宿
70 多屋 3
71 7月4日 北方邨 6
72 7月13日 多屋村 5 下山
73 半田村 7 下山
74 文化2年（1805） 7月12日 北条 1
75 7月13日 寺本村 17 下山宿
76 7月16日 草木村 6
77 7月20日 東大高村 5




月日 村名 経費 内訳 人数 先達 備考
1 6月23日 乙川村 5貫526文 坊銭（1貫 800文）、役銭（1貫 878文）、案内三人（1貫 648文）、松明（200文） 15 安兵衛
2 6月25日 □山村 １貫775文 坊銭（600文）、役銭（403文）、袷三（224文）、案内（548文） 3










5 7月3日 成岩村 1貫600文 坊銭（1貫 600文） 9 下山
6 7月8日 寺木村・願行院 981文 坊銭（200文）、役銭（133文）、松明（100文）、案内（548文） 1
7 7月8日 寺木村 金1朱700文 坊銭（金 1朱 600文）、酒代（100文） 12 下山
8 7月9日 草秋村 金2朱 坊銭（金 2朱） 4 下山
9 7月12日 矢口村 2貫624文 坊銭（2貫 624文） 15 下山













ね 10 ～ 20 年程度で、その間に２～３回の参詣
が行われている。講員の人数は、毎回 16 ～ 36
名（平均 25.8 名）程度である。参詣費用の積立










































































































































































加入人名 高 年齢 檀那寺 備考 参詣人名前（年齢）
松田宮太夫 48 白山社人 男子・左京（23）
半左衛門 高持 57 心月斎 男子・常三郎
清三郎 高持 31 宝珠庵 仲蔵
佐次右衛門
由右衛門 高持 35 宝珠庵 佐助
常蔵 無高 60 宝珠庵 冨蔵
定次郎 無高 死去 心月庵 安兵衛
円七 高持 41 心月斎 小吉
与三右衛門 高持 26 心月斎 竹三郎事 竹三郎（26）、弟・国三郎（22）、三男・元吉
助左衛門 高持 死去 宝珠庵 辰次郎（21）
新助 無高 56 宝珠庵 菊蔵・男子・弥吉（22）
権六 高持 37 心月斎 権三郎
講外
世帯主 高 年齢 檀那寺 備考 参詣人名前（年齢）
庄右衛門 高持 56 宝珠庵 嘉助
市左衛門 高持 24 宝珠庵 金蔵
勘次郎 高持 53 宝珠庵 男子・弥之吉（22）、二男・安三郎（19）
庄蔵 高持 死去 宝珠庵 代三郎（21）
利兵衛 高持 73 心月斎 「理兵衛」と記載 甥・重太郎（21）
六右衛門 無高 54 心月斎 男子・与三吉（21）
彦左衛門 高持 46 心月斎 男子・与之助（18）



























































る。1852 年（嘉永５年）には５月 15 日に「濱
下り」の後、同月 28日夕方に布土村（現	知多郡
美浜町）から乗船したことが記載されている（23）。


































































































































































































　本研究は JSPS 科研費 26370804 の助成を受け
たものです。
